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1	はじめに	

本研究では、映画鑑賞データから男女別の満

足度情報を取り出すことにより、映画を鑑賞

する前に男性、女性がある映画を見る際に、

その映画の自分に適合しているのかというも

のを判断できるシステムの構築が目的である。

男女を区別する理由としては、男性と女性で

は、物事の捉え方に差があることに依る。	

２	 実験方法	

2.1	 映画鑑賞アンケート	

本研究で取り扱う映画鑑賞アンケートはの映

画鑑賞に関して 6483 人を対象に行われたア

ンケートであり、産業総合研究所が所有する。

当アンケートは、「一次調査」（個人情報）と

「二次調査」（感想）に分かれている。	

2.2	 実験方法	

本研究では、SQLite[1][2]を用いて映画鑑賞

アンケートを解析する。回答の「期待したと

おりだった」は、良くも悪くもないと考え，

回答を結果には含めない。データは二次調査

を使い、映画のジャンル分けは行っていない。	

3	 実験結果	

	 Fig.	1,2 より男性に比べて女性の方が満足

度が全体的に高いことがわかった。78～80（好

奇心、知識）、86（非現実体験）、89（話題）、

92（映画技術）は、男性の方が高い結果にな

ると予想したが逆の結果となった。84（人生

観）、95（泣く）は、予想通り女性の方が高い

結果となった。（質問番号と質問内容は Table	

1 を参照）	

	

Table	1	 Questions	

 

 

 

 

 

 

 
	

	

	

	

	

	

	

Fig.1	Satisfaction	of	women	

	

	

	

	

	

Fig.2	Satisfaction	of	men	

今後は回答の「期待した通りだった」の取り

扱いを検討する予定である。	
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